
    

世界食料デー・国際天然繊維年シンポジウム 

 

FAO では、設立日の 10 月 16 日を世界食料デーと定め、毎年、10 月から 11 月にかけて、世界の食料・農
業問題についての理解を深めるための活動を実施しています。今年の世界食料デーのテーマは「危機に
おける食料安全保障の達成」ですが、これは食料価格の高騰や世界経済不況の影響から世界の栄養不
足人口が急増している最近の状況を反映しています。 
 
また、2009 年は、国連総会で定められた国際天然繊維年です。天然繊維産業は、開発途上国の経済にお
いて大きな地位を占めており、その健全な発展は、飢餓・貧困の削減のために重要です。更に、天然繊維
は、環境にやさしいという側面があり、天然繊維の良さを改めて認識し、その需要を喚起することは、すべ
ての人の利益となることでもあります。 
 
このようなことから、FAO 日本事務所では、10 月 25 日、横浜で、天然繊維に焦点をあてたシンポジウムの
開催を予定しています。この場合、横浜は、開港以来、生糸貿易を通じて、日本経済の発展に大きな役割
を果たしてきたことに鑑み、「繊維の女王」である生糸を大きく取り上げたいと考えています。 
 

 

■日 時  2009 年 10 月 25 日(日) 14:00-16:00 シンポジウム 

     16:00-17:00 交流会 （どなたでも参加いただけます） 

 

■プログラム 

１．基調講演 

（１） 国際天然繊維年および世界の食料安全保障 FAO 本部経済社会局 エコノミスト アダム プラカシュ  

（２） 横浜とシルク シルク博物館 前部長 小泉勝夫 

２．事例報告 

（１） 天然繊維とフェアトレード フェアトレードカンパニー（株） 常務取締役 胤森なお子 

（２） シルクテクノロジー （独）農業生物資源研究所 昆虫科学研究領域  

     絹タンパク素材開発ユニット長 玉田靖 

（３） バナナテキスタイル 多摩美術大学 バナナテキスタイル・プロジェクト 講師 深津裕子 

（会場の一角で天然繊維などの展示があります） 

 

■会 場  パシフィコ横浜 5 階 大会議室 

※アクセス→http://www.pacifico.co.jp/visitor/accessmap.html 

 

■参加  参加費： 無料  

参加申し込みは、電子メール（FAO-Japan-Info@fao.org）での連絡、または裏面に記入の上

ファックス（045－222-1103）にて送付願います。  
 

■使用言語 日本語及び英語 （同時通訳あり）  

 

■主催  国連食糧農業機関（FAO）日本事務所  

このシンポジウムは飢餓撲滅キャンペーン（テレフード）の一環として開催するものです。 

 

■後援 外務省、農林水産省、横浜市、（財）横浜市国際交流協会、（社）国際農林業協働協会 



 

 

--------------------------------------------------------------------- 

 
【10 月 25 日 世界食料デー・国際天然繊維年シンポジウム 参加申込み書】 

 
宛先： ＦＡＯ日本事務所（ＦＡＸ：045-222-1103） 

 

 
ご所属 

 

 

（ふりがな） 

お名前 
 
（複数名の記入可） 

 

電話番号  

電子メールアドレス＊  

 
住所（所在地） 

 

 

• 次回からの講演会情報を電子メールにてご案内することがございます。 
 

               


